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協議会名：北海道留萌管内地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。

④事業実施の適切性

A

⑤目標・効果達成状況

沿線市町村の利用者のニーズを反映
させつつも、持続可能な生活交通とす
るため、今後も継続的に関係自治体と
協議を行い、必要に応じてルートや運
行回数等の見直しを行い、路線の効
率化と改善を図る。

沿岸バス株式会社
幌延留萌線ほか全3系統
（共同運行1系統を含む）

A

広域的・幹線的系統である全3系
統を維持できており、留萌管内に
おける地域住民の生活交通ネット
ワークの維持につながっている。

関係市町村と協議を行い、地域住
民から寄せられている意見や要望
を把握し、適切に対応することで利
便性向上に努めた。

資料４



事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

留萌地域は、北海道の北西部に位置しており、全市町村が日本海に面し、南北に長い地域である。
　管内の人口は、基幹産業である農業、漁業や鉱業の低迷により、昭和30年代の13万人をピークに若年層を中心とす
る人口の流失が続き、令和６年１月１日現在で40,169人となっており、過疎化と高齢化が進んでいる。
　管内のバス路線は、昭和62年の国鉄羽幌線廃止に伴い、従来の路線のほかに転換バス路線を運行することにより
地域住民の利便性を確保している。このため高齢者や学生、マイカーを持たない住民にとっては唯一の移動手段であ
り、日常生活に必要不可欠な役割を果たしている。
　今後も、留萌市や羽幌町を中心として日常生活圏が形成されている留萌地域で、管内の中心都市や上川・宗谷地域
とを結ぶ広域的・幹線的なバス路線を、地域全体で維持していくことが重要である。
　また、持続可能な交通体系の確保に向け、地域の実情に合わせた路線の最適化も見据えた検討など、路線の効率
化と改善に向けた取組を続けていく。
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